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福島県における熱中症対策の取組

○ 熱中症予防策や注意情報について、テレビやラジオ等での広報や県ＨＰを活用した普及啓発を実施。

（令和４年度実績：スポットＣＭ ６月～９月、ラジオ放送１回、県政広報ＴＶ番組１回）

取組① 熱中症予防対策に関する普及啓発 （保健福祉部健康づくり推進課）

※イメージ
普及啓発で使用しているパンフ

レット等の画像。

包括連携企業の県政情報コーナーに

パンフレット２７５部設置

ゆめだより（令和４年８月号）での

周知
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福島県における熱中症対策の取組

○ 関係機関等と連携して行う農作業安全の啓発活動と併せて、熱中症の注意喚起や対策の普及啓発を

実施。

取組② 農作業事故ゼロ対策 （農林水産部農業担い手課）

○県独自の熱中症対策に係るチラシ
（2種類）の作成及び配布、掲示
（3,000枚以上）、県ＨＰによる広報
活動の実施。

○既存の農業者向け研修会等に農作業
安全（熱中症対策を含む）の要素を
追加し、熱中症対策の啓発、暑熱対
策グッズの紹介等を複数回実施。

○県内農業者向けラジオを活用した熱
中症対策の周知を実施。
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福島県における熱中症対策の取組

○ 昨年度は、土木部発注の建設現場において、作業員の熱中症が１９件発生。（Ｒ３年度は１２件）

○ 福島労働局と連携し、工事受注者に対する講習会の開催や現場の安全パトロールを実施。

○ 令和元年度より、熱中症対策費用の一部を工事費に計上できる措置を導入。

取組③ 建設現場における熱中症対策 （土木部技術管理課）

福島労働局パンフレット

テント・扇風機 飲料水、ｱｲｽｽﾗﾘｰ、塩飴

建設現場における熱中症対策事例

熱中症計による危険度の
可視化（ＷＧＢＴ値）

熱空調服（ファン付）の着用
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福島県における熱中症対策の取組

○ 毎年、５月１日を含む週から９月３０日を含む週まで、県内１２消防本部を対象に熱中症搬送者数の

調査を実施し、「熱中症救急搬送速報（週報）」として県ＨＰ上で公表する。

取組④ 熱中症による救急搬送人員に関する調査 （危機管理部消防保安課）

県内の消防本部のご協力の下、毎週、熱中症救急搬送速報を公
表しています。熱中症予防の普及啓発活動にご活用ください。
＜提供データ＞

消防本部別の日別の搬送人員
〃 年齢区分別搬送人員
〃 初診時における傷病程度別搬送人員
〃 発生場所ごとの項目別搬送人員
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福島県における熱中症対策の取組

○ 交流棟「コミュタン福島」の展示等を活用した気候変動の影響に係る情報発信の実施。

取組⑤ 環境創造センター交流棟コミュタン福島での情報発信 （環境創造センター）

気候変動をはじめとする

様々な環境問題などを触

れながら学べるデジタル

地球儀

「触れる地球」

地球温暖化や森林破壊な

ど地球規模の環境問題を

プロジェクションマッピ

ングで紹介する

「マッピングふくしま」

県の平均気温や温室効果

ガス排出量等をタッチパ

ネル形式で調べる

「未来創造

インフォストリーム」

国立環境研究所福島地域

協働研究拠点が制作した

「３Ｄふくしま」
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